
 







 

①戎谷南山が 1920年に描いた経筒 
②現在の鉄製経筒の状況 1（ひび割れ・剥落・

腐蝕が進行している。） 

③現在の鉄製経筒の状況２（外面には鋳型

の削り跡が幾重の線のように見える。） 

⑤外部底面中央で確認できる丸型湯

口。 

④現在の鉄製経筒の状況 3（内面には

鋳型の削り跡がわかりづらい。） 

図 2 直坂経塚出土鉄製経塚現況写真 1 



 

⑥今回の調査により確認した鉄製経筒の蓋。これま

で資料館台帳では、鉄製経筒底の一部となってい

たが、これとは接合しない。現況は半分ほど残存し、

丸い湯口が左側に見える。 

図 3 直坂経塚出土鉄製経塚現況写真 2 

⑦鉄製経筒の蓋を横から見た様子。天井部から口

縁部に至るまで山笠状になっている。口縁端部で

屈曲することから、蓋の合わせ口であることが考えら

れる。 

⑧同じく今回の調査で確認した鉄斧。『金沢

山八幡社神寶図譜』、「八 経塚」『秋田県

の考古学』、「経塚」『秋田県史 考古編』秋

田県に記録されている。 

 保存状態は良い。刃こぼれがないことから

未使用の可能性が高い。 

⑨破片と し

て 、一袋の

塊を整理した

様子。鉄製

経筒蓋と刀

子 1 点など

が確認され

た。 

 

⑩同じく別の破

片袋を整理し

た時の様子。

刀子 3 点の

他、茎の破片

が多くある。戎

谷亀吉の記録

では、老姥山

経塚で13点の

刀子が出土し

たとする。 


